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実験 的ネ マ リン ミオパ チ
ー

に お ける運動終板 の 変化

納　　光弘

（鹿 児島大 e 医 e 内科）

1963 年に Shyら ， 並びに （） nen らに よ り ， 骨格筋の 中に多数の rods を認め る特殊 な myopathy

が 報告さ れ て 以来 1、現 在 ま で にN αnaHne 　my ψ athy と し て 世界中 で 50 例を越す症例 の 報告 が

な さ れ て い る が ，そ の発生病理 に関 して は未だ不明 の 部分が多 ho 一
方 ， ア キ レ ス 腱 の teno

…tomy に よ．り，その soleus 　muscle に nema 至ine　 rod を発生 させ得る こ とがK ．EngeI らに よ 雛 966

年に報告され て 以来 ， こ の方法が Nema 　1ine　myopathy の唯
一

の 実験モ デ ル として 重用 され て

きた o 我 々 は s 可逆的抗 tt リン エ ス テ ラーゼ 剤で ある ネオ ス チ グ ミ ン を連 日大量 rat に注射

す る こ．とに よ り ， soleus 　muscle に多数の 面 を発現さぜ る こ とに成功 した が 、 〜二の 方法は本疾

患に新 らしい 実験モ デル を提供する もの とk ．．
， そ の 結果を報告する 。 又 ，本実験 とteno −

tomy の 2　
’p の nernaline 　myopathy の実験モ デル に ，

　 contrel として未処置群 と denervation群

も合わせ s そ
』
れ らの 運動終板の形態学的変化 の 組織化学的検索 も行な っ た o 体重 200βの rat

を 4 群 に分け s ／群 には メ チ ル 硫酸 ネオ ス チ グ ミン 0，62騨 解 卿 皮下注射 を連 日行 な っ た0

2 群 には 片側 の ア キ レ ス 腱 の 切断を行 ない ， 3 群には坐 骨神経 の dene τ vation を行 ない ， 4

群は未処置 とした Q 〜二れ らの 各群に関 して ， 2 週 間後にそ の soleus 　muscle をとり出 し， 光顕

的 ， 蠶 黜勺に検索を行な
・
っ た 。 光頭掬検索 ：10μ の 凍結切片を作製 しKoelle法に よ b ，

コ リン

エ ヌ ．テ ラーゼ 染
．
色を行な ・『

・た o 名群に関 して s
ゴ リン エ ス テ ラーゼ 活性 を示す 部分 の面積を

任意に 50個ず つ 計測 した 。 そ の結果，未処置群の 4 群を iOO（S．D ．21．4）とす る と，
denerva 一

しiα n 群 の 3 群が 44．1 （s 。：1）。2．5）と縮小 して い る の に反 し，実験的 ネ マ リン 勣物群 の 1 群 と

2 群は 、 それ ぞ れ 155．O （〜9。D ．］6．2）と111．6 （S．D ．55 ）と拡大して い た 。 電顕的検索 ：第 1 群

の soleUS 　muscSe の グ ル タール
・オ ス ミ ウ ム 酸二 重 固定標本を s 電顕的に観察 した 0 その 結

果 ， 運動終板 を中心と し九限局 した 部分 に筋原線維の 構築の 乱 れ と，Z −band の streaming が

み られ ， そ の 中に 多数 の reds が認 め られ た 。 運動終板 に於 て は，　prlmary 又 は secondary

syaaptjc 　oleft の 開大が認め られ だ 。 〔ま とめ 〕抗 コ リン エ ス テ ラーゼ斉1」で あるネオ ス チ グ
．

ミ ン の 大量 連 日投与で ， rnt の 骨格筋に多数の 1
・
od の 出現 をみ た Q 本実験は nemaline 　myopa

−

thy の 新 らしい 実験 モ デ ル と考 え報告 したが ， 本実験に於て red が運動終末に限局 して 認め

られ た 事 は ， 統 コ リン エ ス テ プー・ゼ 剤が運動終末に直接 又は間接 に作用 して ， 筋の 搆造 タ ン

パ クの 生理 的代謝 回転に重大な影響を与 えた結果 ， fod が 産生され た 可能性が示唆さ れ ， 筋

の 蛋 白代謝 の 面か らも極 め て 重大 な 事実 で ある とい え よ う。 又 ，
tt リン ェ ス テ ラーゼ 活性 よ

りみた 運動終板 の 面積が ， ネオ ス チ グ ミ ン に よ る 1 群 と， tenot◎my に よる 2群の 2 っ の実験

動物群の 両方に於て p 拡大が 認 め られ た 事 も ， 逓動終板の 関与を示唆 して い る o
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